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【手続補正書】
【提出日】平成20年12月12日(2008.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　今日、ポリエステルポリオールの構成成分として、コハク酸から構成されるポリエステ
ル(すなわち、ポリスクシネートポリオール)を少量使用することで、改善されたポリエス
テルポリオール分散体が導かれることを見出した。本発明のさらなる変形において、ポリ
イソシアネートと、および、必要に応じてポリエーテルポリオールとを用いて予め延長さ
れてＯＨ末端化プレポリマーを形成する、少量のポリエステルポリオールは、有利に併用
される。
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